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こ
の
補
足
議
定
書
の
効
力
発
生
の
後
最
初
に
開
催
さ
れ
る
議
定
書
の
締
約
国
の
会
合
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
締

約
国
会
議
の
会
合
は
、
事
務
局
に
対
し
、特
に
次
の
事
項
を
対
象
と
す
る
包
括
的
な
研
究
を
行
う
こ
と
を
要
請
す
る
。

⒜

金
銭
上
の
保
証
の
仕
組
み
の
態
様

⒝

金
銭
上
の
保
証
の
仕
組
み
の
環
境
上
、
経
済
上
及
び
社
会
上
の
影
響
（
特
に
開
発
途
上
国
に
対
す
る
も
の
）
の

評
価

⒞

金
銭
上
の
保
証
を
提
供
す
る
適
当
な
主
体
の
特
定

第
十
一
条

国
際
的
に
不
法
な
行
為
に
つ
い
て
の
国
家
の
責
任

こ
の
補
足
議
定
書
は
、
国
際
的
に
不
法
な
行
為
に
つ
い
て
の
国
家
の
責
任
に
関
す
る
一
般
国
際
法
の
規
則
に
基
づ
く

国
家
の
権
利
及
び
義
務
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

第
十
二
条

履
行
及
び
民
事
上
の
責
任
と
の
関
係

１

締
約
国
は
、
自
国
の
国
内
法
令
に
お
い
て
、
損
害
に
対
処
す
る
た
め
の
規
則
及
び
手
続
に
つ
い
て
定
め
る
。
締
約

国
は
、
こ
の
義
務
を
履
行
す
る
た
め
、
こ
の
補
足
議
定
書
に
従
っ
て
対
応
措
置
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
し
、
適
当

な
場
合
に
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
こ
と
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

⒜

自
国
の
既
存
の
国
内
法
令
（
適
用
可
能
な
場
合
に
は
、
民
事
上
の
責
任
に
関
す
る
規
則
及
び
手
続
で
あ
っ
て
、

一
般
的
な
も
の
を
含
む
。）を
適
用
す
る
こ
と
。

⒝

民
事
上
の
責
任
に
関
す
る
規
則
及
び
手
続
で
あ
っ
て
、
特
に
当
該
義
務
を
履
行
す
る
た
め
の
も
の
を
適
用
し
、

又
は
定
め
る
こ
と
。

⒞

⒜
に
規
定
す
る
国
内
法
令
を
適
用
し
、
か
つ
、
⒝
に
規
定
す
る
規
則
及
び
手
続
を
適
用
し
、又
は
定
め
る
こ
と
。

２

締
約
国
は
、
民
事
上
の
責
任
に
関
す
る
自
国
の
国
内
法
令
に
お
い
て
第
二
条
２
⒝
に
定
義
す
る
損
害
に
関
連
す
る

物
的
又
は
人
的
な
損
害
に
つ
い
て
の
適
当
な
規
則
及
び
手
続
を
定
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
次
の
い
ず
れ
か
の
こ
と

を
行
う
。

⒜

民
事
上
の
責
任
に
関
す
る
自
国
の
既
存
の
法
令
で
あ
っ
て
、
一
般
的
な
も
の
を
引
き
続
き
適
用
す
る
こ
と
。

⒝

民
事
上
の
責
任
に
関
す
る
法
令
で
あ
っ
て
、
特
に
当
該
規
則
及
び
手
続
を
定
め
る
も
の
を
制
定
の
上
適
用
し
、

又
は
引
き
続
き
適
用
す
る
こ
と
。

⒞

⒜
に
規
定
す
る
法
令
を
引
き
続
き
適
用
し
、
か
つ
、
⒝
に
規
定
す
る
法
令
を
制
定
の
上
適
用
し
、
又
は
引
き
続

き
適
用
す
る
こ
と
。

３

締
約
国
は
、
１
⒝
若
し
く
は
⒞
又
は
２
⒝
若
し
く
は
⒞
に
定
め
る
民
事
上
の
責
任
に
関
す
る
法
令
を
制
定
す
る
際

は
、
状
況
に
応
じ
て
、
特
に
次
の
要
素
を
取
り
扱
う
。

⒜

損
害

⒝

責
任
の
基
準
（
厳
格
責
任
、
過
失
に
基
づ
く
責
任
等
）

⒞

適
当
な
場
合
に
お
け
る
責
任
の
所
在
の
特
定

⒟

請
求
を
行
う
権
利

第
十
三
条

評
価
及
び
再
検
討

議
定
書
の
締
約
国
の
会
合
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
締
約
国
会
議
は
、
こ
の
補
足
議
定
書
の
効
力
発
生
の
五
年
後
に

及
び
そ
の
後
は
五
年
ご
と
に
、
こ
の
補
足
議
定
書
の
有
効
性
に
つ
い
て
の
再
検
討
を
行
う
。
た
だ
し
、
当
該
再
検
討
の

必
要
性
を
示
す
情
報
が
締
約
国
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限
る
。
当
該
再
検
討
は
、
こ
の
補
足
議
定
書
の
締

約
国
が
別
段
の
決
定
を
行
わ
な
い
限
り
、
議
定
書
第
三
十
五
条
に
規
定
す
る
議
定
書
の
評
価
及
び
再
検
討
の
文
脈
に
お

い
て
行
う
。
最
初
の
再
検
討
は
、
第
十
条
及
び
前
条
の
規
定
の
有
効
性
に
つ
い
て
の
再
検
討
を
含
む
。

第
十
四
条

議
定
書
の
締
約
国
の
会
合
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
締
約
国
会
議

１

議
定
書
の
締
約
国
の
会
合
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
締
約
国
会
議
は
、
条
約
第
三
十
二
条
２
の
規
定
に
従
う
こ
と

を
条
件
と
し
て
、
こ
の
補
足
議
定
書
の
締
約
国
の
会
合
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
。

２

議
定
書
の
締
約
国
の
会
合
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
締
約
国
会
議
は
、
こ
の
補
足
議
定
書
の
実
施
状
況
を
定
期
的

に
検
討
し
、
及
び
そ
の
権
限
の
範
囲
内
で
こ
の
補
足
議
定
書
の
効
果
的
な
実
施
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
決
定
を

行
う
。
議
定
書
の
締
約
国
の
会
合
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
締
約
国
会
議
は
、
こ
の
補
足
議
定
書
に
よ
り
与
え
ら
れ

る
任
務
を
遂
行
し
、
並
び
に
議
定
書
第
二
十
九
条
４
⒜
及
び
⒡
の
規
定
に
よ
り
与
え
ら
れ
る
任
務
に
必
要
な
変
更
を

加
え
た
も
の
を
遂
行
す
る
。

第
十
五
条

事
務
局

条
約
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
事
務
局
は
、
こ
の
補
足
議
定
書
の
事
務
局
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
。

第
十
六
条

条
約
及
び
議
定
書
と
の
関
係

１

こ
の
補
足
議
定
書
は
、
議
定
書
を
補
足
す
る
も
の
と
し
、
議
定
書
を
修
正
し
、
又
は
改
正
す
る
も
の
で
は
な
い
。

２

こ
の
補
足
議
定
書
は
、
こ
の
補
足
議
定
書
の
締
約
国
の
条
約
及
び
議
定
書
に
基
づ
く
権
利
及
び
義
務
に
影
響
を
及

ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

３

条
約
及
び
議
定
書
は
、
こ
の
補
足
議
定
書
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
こ
の
補
足
議
定
書
に
つ
い

て
準
用
す
る
。

４

こ
の
補
足
議
定
書
は
、
国
際
法
に
基
づ
く
締
約
国
の
権
利
及
び
義
務
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。た
だ
し
、

３
の
規
定
の
適
用
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

第
十
七
条

署
名

こ
の
補
足
議
定
書
は
、
二
千
十
一
年
三
月
七
日
か
ら
二
千
十
二
年
三
月
六
日
ま
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
る
国
際
連

合
本
部
に
お
い
て
、
議
定
書
の
締
約
国
に
よ
る
署
名
の
た
め
に
開
放
し
て
お
く
。

第
十
八
条

効
力
発
生

１

こ
の
補
足
議
定
書
は
、
議
定
書
の
締
約
国
で
あ
る
国
又
は
地
域
的
な
経
済
統
合
の
た
め
の
機
関
に
よ
る
四
十
番
目

の
批
准
書
、
受
諾
書
、
承
認
書
又
は
加
入
書
の
寄
託
の
日
の
後
九
十
日
目
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
。

２

こ
の
補
足
議
定
書
は
、
１
に
規
定
す
る
四
十
番
目
の
批
准
書
、
受
諾
書
、
承
認
書
又
は
加
入
書
の
寄
託
の
後
に
こ

れ
を
批
准
し
、
受
諾
し
、
若
し
く
は
承
認
し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
す
る
国
又
は
地
域
的
な
経
済
統
合
の
た
め
の
機
関

に
つ
い
て
は
、
当
該
国
若
し
く
は
機
関
が
批
准
書
、
受
諾
書
、
承
認
書
若
し
く
は
加
入
書
を
寄
託
し
た
日
の
後
九
十

日
目
の
日
又
は
議
定
書
が
当
該
国
若
し
く
は
機
関
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
に
効
力
を
生
ず

る
。

３

地
域
的
な
経
済
統
合
の
た
め
の
機
関
に
よ
っ
て
寄
託
さ
れ
る
文
書
は
、
１
及
び
２
の
規
定
の
適
用
上
、
当
該
機
関

の
構
成
国
に
よ
っ
て
寄
託
さ
れ
た
も
の
に
追
加
し
て
数
え
て
は
な
ら
な
い
。

第
十
九
条

留
保

こ
の
補
足
議
定
書
に
は
、
い
か
な
る
留
保
も
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
二
十
条

脱
退

１

締
約
国
は
、
こ
の
補
足
議
定
書
が
自
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
じ
た
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
た
後
い
つ
で
も
、
寄
託

者
に
対
し
て
書
面
に
よ
る
脱
退
の
通
告
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
補
足
議
定
書
か
ら
脱
退
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

１
の
脱
退
は
、
寄
託
者
が
脱
退
の
通
告
を
受
領
し
た
日
の
後
一
年
を
経
過
し
た
日
又
は
そ
れ
よ
り
も
遅
い
日
で

あ
っ
て
脱
退
の
通
告
に
お
い
て
指
定
さ
れ
る
日
に
効
力
を
生
ず
る
。

３

議
定
書
第
三
十
九
条
の
規
定
に
従
っ
て
議
定
書
か
ら
脱
退
す
る
締
約
国
は
、
こ
の
補
足
議
定
書
か
ら
も
脱
退
し
た

も
の
と
み
な
す
。

第
二
十
一
条

正
文

ア
ラ
ビ
ア
語
、
中
国
語
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ロ
シ
ア
語
及
び
ス
ペ
イ
ン
語
を
ひ
と
し
く
正
文
と
す
る
こ
の
補
足

議
定
書
の
原
本
は
、
国
際
連
合
事
務
総
長
に
寄
託
す
る
。

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
下
名
は
、
正
当
に
委
任
を
受
け
て
こ
の
補
足
議
定
書
に
署
名
し
た
。

二
千
十
年
十
月
十
五
日
に
名
古
屋
で
作
成
し
た
。

外
務
大
臣

河
野

太
郎

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

文
部
科
学
大
臣

林

芳
正

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信

農
林
水
産
大
臣

藤

健

経
済
産
業
大
臣

世
耕

弘
成

環
境
大
臣

中
川

雅
治

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三


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